
注　意

1． 指示があるまで，手を触れないこと。

2． 指示に従って，解答用紙に受験番号（算用数字）および氏名をはっきりと記入す

ること。

3． 解答は，解答用紙の指定された箇所に，横書きで記入すること。

4． 問題冊子は 8ページ，解答用紙は 1枚である。もし，問題冊子の落丁，乱丁およ

び解答用紙の汚れなどがあれば，ただちに申し出ること。

5． 問題冊子は持ち帰ること。

2026年度入学試験問題

一般選抜前期日程

小　論　文
「論述（図表理解）」

〔データサイエンス学部〕
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問題　（150 点）

図表 1～7はそれぞれ米国と日本の機関によって集計・推計された統計学および

データサイエンス関連の学位*1 授与数や人材数に関するものです。これらをもとに，

以下の設問に答えなさい。

設問 1

図表 1～3をもとに，米国内の統計学，医学統計学，データサイエンス関連の学位

授与の状況について，250字以内で説明しなさい。

設問 2

今後，国内での専門的なデータサイエンス関連人材に関わる大学からの供給は，修

士号取得者が年間約 1,300人，博士号取得者が年間約 220人と言われています*2。こ

れらを踏まえ，設問 1および図表 4～7をもとに，米国の学位授与の状況と日本の状況

を比較しながら，当該分野の今後の日本での人材育成について，国，企業，大学等の

主体がどのような対応策を講じるべきか，あなたの考えを 550字以内で述べなさい。

*1 学位とは，大学や大学院で専門的な学問を修め，その知識や能力が一定の基準を満

たしていることを大学や国が認める称号のことです。「学士号」は大学を卒業した証

で，主に大学（学部）を卒業すると取得できる学位です。「修士号」は専門性をさら

に深めた証で，大学を卒業した後，さらに大学院（修士課程）に進んで修了すると取

得できる学位です。「博士号」は高度な専門家の証で，修士号を取得した後，さらに

大学院（博士課程）に進んで修了すると取得できる最も高い位の学位です。

*2 経済産業省委託調査，IT人材需給に関する調査（2019年）より。
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図表 3 �　米国内における「データサイエンス」「データアナリティクス」関連の修士号

の学位授与数
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図表 4　米国内における女性の「統計学」の学位取得割合
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図表 5　米国内における女性の「医学統計学」の学位取得割合
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